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＜論 説＞
エクスプロイテーション（搾取）概念と功利主義批判















































































































以降の Exploitation der Arbeitskraftとの関連が十分に明瞭なものとはなっていないように思われ
る。日本語への翻訳が Exploitationを「利用」と「搾取」の二つに分割してしまったため，効利
主義批判と剰余価値論との関係が不明瞭になってしまったのである。
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